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ᶗɽ͸͡Ίʹ

　2�2�年４月に発令された新型コロナウイルス（Ҏ
下 $07*%�1�）対ࡦとしてのࣄٸۓଶએݴҎ߱、ྟ
地実習は学内実習やリϞートをར用した遠隔実習へ
のมߋを༨ّなくされた。本ߍの฼性看護学実習に
おいても学内実習が૝定されたため、文෦科学লٴ
び厚生࿑ಇলのࣄ຿࿈བྷ（2�2�年２月2�೔෇）を౿
まえ、ྟ地実習の学びとಉ様の学びを֬保するため
に工夫をڽΒして実習を実ࢪした。
　さΒに、฼性看護学実習には他ྖҬとはҟなるࣄ

情がある。看護ܥ大学の૿Ճやগ子Խのਐలに൐い、
฼性看護学実習の実習ࢪઃ֬保は年々ࠔ೉となって
いる。本学の฼性看護学実習ࢪઃの֬保もࠔ೉をۃ
めており、௨ৗの実習ظ間֎のٳՋظ間に実習഑ஔ
をしている。
　2�1�年厚生࿑ಇল̍）は฼性看護学実習におけるྟ
地実習について、පӃҎ֎のࢪઃも実習ࢪઃにؚめ
ることができること、さΒにྟ地実習を充実さͤる
ために実ફ活動の場Ҏ֎で行͏学習の時間を、ྟ地
実習にؚめてࠩし支えないことをࣔした。2�1�年ਓ
口動ଶ౷２ܭ）によると、ग़生਺は2�1�年かΒ̑ສ
3
1�1ਓݮの��ສ�
23�ਓとなり、今後も看護学生が

৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱Ւʹお͚Δ฼ੑ看護学࣮शͷ޻෉ͱ՝୊
�ʢୈ̎ใʣ
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 ̡ ཁ　ࢫʳ
　本稿では新型コロナウイルス感染঱禍の2�2�年に実ࢪした฼性看護学実習の֓要と՝୊について
シミュレーション演習（Ҏ下演習）にয఺を౰て報告する。
　฼性看護学実習の໨త、໨ඪ、ه࿥、ධՁ、実習഑ஔはมͣͤߋ実習໨ඪをୡ成できるよ͏工夫
した。演習内容はલ年度、ྟ地実習で多くの学生がݟ学もしくは実ࢪしていた߲໨を精બしʮ᧘්
の健康࡯؍ʯʮ新生ࣇの健康࡯؍ʯʮᔓཋʯʮ೛්健診ʯʮ保健ࢦಋʯとした。ʮ᧘්の健康࡯؍ʯʮ新
生ࣇの健康࡯؍ʯʮᔓཋʯʮ保健ࢦಋʯ演習は、学生が立Ҋした看護ܭ画にͮجき行った。学生はࣄ
લに学ߍがด࠯された場߹のリϞート実習に備え、演習内容を࿥画した。演習では教員໊̍が฼਌
໾、ʮᔓཋʯではࢦಋ者໾となり、学生̍ਓͻとりに対して演習を行った。̍ਓの学生の演習時間
はৼり返りをؚめ、߲̍໨につき2�෼とした。
　本演習では、学生は立Ҋした看護ܭ画にͮجき演習を実ࢪしたため、立Ҋしたܭ画と実ࢪが結び
ついていた。学生かΒʮ看護աఔをల։するҙຯが理解できたʯとい͏ҙݟもあった一ํで、ʮ時
間がなく、大มだったʯとい͏ҙݟもあった。λイϜマωーδϝントもؚめ、アυバイスを行͏ඞ
要がある。教員が฼਌として学生の໰診や援ॿにݺ応していくことは、コミュχέーション能力を
養͏ことにつながったとߟえる。一ํで、学生の中にはධՁ者である教員が฼਌໾であるためҖѹ
感をडけ、演習に集中できなかった学生もいるՄ能性はある。また、ྟ地実習では、実習ࢦಋ者や
฼਌かΒのϑィーυバοクによって、実習にҙཉతにऔり૊むことができる学生もいる。今後は໛
。していく౼ݕ者にґཔすることもؚめױٖ
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新型コロナウイルス感染঱禍における฼性看護学実習の工夫と՝୊

೛࢈᧘්・新生ࣇと઀するػ会はݮগすることが༧
૝される。$07*%�1�ऴଉ後も฼性看護学実習につ
いては、学内実習へのҠ行をݕ౼する時ظが遠かΒ
ͣ訪れるՄ能性がある。
　本年度実ࢪした฼性看護学実習をৼり返ることは、
$07*%�1�下における฼性看護学実習の工夫と՝୊
を報告するだけではなく、පӃҎ֎のࢪઃで行͏฼
性看護学実習をߏஙするࡍのࢿྉとなるとߟえた。
　2�2�年度฼性看護学実習は $07*%�1�の感染拡大
に൐い、ྟ地実習がࠔ೉な状況になることが༧૝さ
れたため、感染状況にॊೈに対応できるよ͏な内容
にมߋした。มߋした結果、ಥવ実習が中ࢭとなっ
た場߹でも、ࠞཚなく実習をਐめることができた。
。については第̍報として報告したࡉৄ
　本稿では $07*%�1�のӨڹをडけて実ࢪした฼性
看護学実習の演習内容と工夫についてシミュレー
ション演習（Ҏ下演習）にয఺を౰てて、ৼり返り
と՝୊を報告する。

ᶘɽԋशͷ֓ཁ

̍ɽ࣮श目త・目ඪ
　฼性看護学実習の໨త・໨ඪはҎ下の௨りである。
本来の໨త・໨ඪはมͣͤߋ、実習内容をมߋする
ことでୡ成できるよ͏工夫した。
̍）実習໨త
　฼性看護学で学んだ஌ࣝ、ٕज़を౷߹し、पظ࢈
における฼子とそのՈ଒に対し、਎ମత・৺理త・
社会తಛ性を理解し、ݸผతな看護を実ફするため
のૅجత能力を養͏。また、リϓロμクティϒϔル
スʗϥイツの؍఺かΒ、पظ࢈における女性および
子ども・ύートナーの健康՝୊と、生֔を௨じた健
康支援のඞ要性および看護について࡯ߟする。
２）実習໨ඪ

（1）�पظ࢈の฼子とՈ଒の਎ମత・৺理త・社会త
ಛ性を理解し、各ظのద応のաఔを໌Βかにするこ
とができる。
ᶃ　೛৷ظ、෼ส࢈、ظ᧘ظ、新生ظࣇの生理をड़

΂ることができる。
ᶄ　対৅者の਎ମత・৺理త・社会తಛ性をهड़で

きる。
（2）पظ࢈の฼子とそのՈ଒に対し看護աఔをల։
できる。

ᶃ　ܥ౷తに情報収集し、情報を総߹తに関࿈ͮけ
てアηスϝントすることができる。

ᶄ　アηスϝントにͮجき、対৅者のέアχーζを
໌Βかにし、看護上の診断をநग़できる。

ᶅ　฼子とそのՈ଒に対して、ࠜڌにͮجいた看護
がܭ画できる。

ᶆ　看護ܭ画にͮجき҆શ ŋ ָ҆をྀߟしたݸผత
なέアを実ફし、ධՁできる。

（3）リϓロμクティϒϔルスʗϥイツの؍఺かΒ、
पظ࢈における女性および子ども・ύートナーの健
康՝୊を౿まえ、対৅者の生֔を௨じた健康教育・
έアのありํを࡯ߟできる。
ᶃ　पظ࢈における女性および子ども・ύートナー

の健康՝୊についてߟえることができる。
ᶄ　対৅者の健康՝୊を౿まえた健康教育のҙٛ、

ํ法についてߟえることができる。
（�）฼子とՈ଒の健康に関わる看護者の໾ׂと੹೚
を自֮した行動をとり、฼子保健ҩ療νーϜϝン
バーとして࿈ܞ・協力するํ法を࡯ߟできる。
ᶃ　生໋のଚݫや対৅者のଚ重について認ࣝをਂめ、

ྙ理త഑ྀを持ったଶ度と行動がとれる。
ᶄ　पظ࢈の฼子とそのՈ଒をऔり巻く社会システ

Ϝおよび地Ҭ社会におけるαポートݯࢿについて
学び、೛৷ظかΒのแׅతなܧଓ看護のඞ要性に
ついて࡯ߟできる。

ᶅ　฼子保健ҩ療νーϜϝンバーとしてద੾なਓ間
関係を࡞り、報告 ŋ ࿈བྷ ŋ ૬ஊができる。

ᶆ　άルーϓの中でリーμーシοϓ、ϝンバーシο
ϓを発شし、協力することができる。

ᶇ　看護学生としてج本తな行動がとれる（ѫࡰ、
。（い、਎だしなΈ、時間をकることなどݣ༿ݴ

（�）自己の学習աఔをৼり返り、今後の学習՝୊を
໌Βかにすることができる。
ᶃ　自己の行動やؾ持ͪをৼり返り、ه࿥やΧン

ϑΝレンスなどでදݱできる。
ᶄ　今後の学習՝୊についてड़΂ることができる。

̎ɽ࣮शʹ͓͚ΔԋशͷҐஔ͚ͮͱ಺༰
（1）演習に関࿈する実習໨ඪ
　演習に関࿈する実習໨ඪはҎ下の௨りである。
・�पظ࢈の฼子とそのՈ଒に対し看護աఔをల։

できる。
・�リϓロμクティϒϔルスʗϥイツの؍఺かΒ、
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पظ࢈における女性および子ども・ύートナーの
健康՝୊を౿まえ、対৅者の生֔を௨じた健康教
育・έアのありํを࡯ߟできる。

・�看護学生としてج本తな行動がとれる。
・�自己の学習աఔをৼり返り、今後の学習՝୊を

໌Βかにすることができる。
（2）演習内容
　લ年度、ྟ地実習で多くの学生がݟ学もしくは実
することがՄ能とݱ࠶し、工夫すれ͹ྟ地実習をࢪ
。われる内容を精બしたࢥ
　教員で協ٞした結果、演習内容はʮ᧘්の健康؍
ʯʮᔓཋʯʮ೛්健診ʯʮ保健࡯؍の健康ࣇʯʮ新生࡯
؍の健康ࣇʯʮ新生࡯؍ಋʯとした。ʮ᧘්の健康ࢦ
Ҏ）ྫࣄಋʯについては、Ծ૝ࢦʯʮᔓཋʯʮ保健࡯
下ྫࣄ）、̍ि໨にྟ地実習を行͏ことができた学
生についてはडけ持ͪ᧘්ٴび新生ࣇを૝定して、
。していない߲໨の演習を行ったݧܦ
　ʮ೛්健診ʯについては、ྫࣄの೛৷後ظの೛්
健診を૝定して行っていた。ྫࣄの一つに೛්健診
をडけていない、社会త໰୊のあるྫࣄをఏࣔして
いたため、このྫࣄをडけ持った学生には、ผྫࣄ
をఏࣔした（ද̍）。
　教員で̒、̓月の೛්健診の演習をৼり返った。
೛්健診については、ผྫࣄをఏࣔすることで学生
の理解が容қで、学生ಉ士の演習࿅習がスϜーζに
いくことがわかった。̔月Ҏ߱の೛්健診演習は、
શ学生にผྫࣄをఏࣔし、実ࢪ。

（3）演習೔ఔおよびશ実習時間に઎める演習時間
　฼性看護学実習は２୯位��時間である。શてが学
内実習であった学生は、฼性看護学実習では̍ि໨

に情報収集を行い、໰୊をநग़、ܭ画を立Ҋした。
２ि໨に立Ҋしたܭ画にͮجき実ࢪ、ධՁを行った。
演習はྫࣄの実ܭࢪ画にͮجき２ि໨に行った。学
生਺や୲౰できる教員਺、教員のٛߨ೔౳によって、
演習೔と演習内容を調੔し、実習ॳ೔に学生にఏࣔ
した（ද２）。

ද̍　೛්健਍ྫࣄ

తに೛්健康診査をडけてظ定。්࢈ॳ、ࡀ�2、ࢯ̖
いる。本೔、3�ि４೔で೛්健康診査に来Ӄ。਎長
1��DN、非೛時ମ重��ᶵ、会社員、࢈લ࢈後ٳՋٴび
育ٳࣇՋऔ得༧定

ʲલ回3�ि４೔の健診ٴび保健ࢦಋ結果ʳ
　ମ重��ᶵ、݂ѹ1�����NN)H、ݕ೘ɿ೘୿ന（ʵ）、

೘౶（ʵ）、子宮ఈ長3�DN、ෲғ��DN、଻ࣇਪ定ମ
重（&'#8）2
���̶、 第 ２ ಄ 位、 ଻ ࣇ ৺ ഥ ਺
1��CQN、଻動活発ෲ෦ۓຬなし、性ثग़݂なし、下
処ํ（２ि間ࡎ௧ܰ度、ศൿ˰؇下ࠊ、जなしුࢶ
෼）バースϓϥン立Ҋ、健診ऴྃ後、ύートナーと
྆਌学ڃに参Ճ

ʲ௚ۙのݕ査結果ʳ݂ӷݕ査結果ɿ)C�1��2H�E-、
)U�32���（3�ि ） ˰ మ ࡎ 処 ํ（ ２ ि 間 ෼ ）、��
̶ 0(5512�NH�E-（3�ि）

　᡿ഓ養ݕ査ɿクϥミδア（ʵ）、(#4（ʵ）（32ि）　
ʲ本೔の健診ʳ
　ମ重�1ᶵ、݂ѹ11���2NN)H、ݕ೘ɿ೘୿ന（ʵ）、

೘౶（ʵ）、下ුࢶज（ʴ）
　଻ࣇਪ定ମ重（&'#8）ɿ2
���̶、第２಄位
　݂ӷݕ査結果ɿ)C�1���H�E-、)U�33���
　内診結果ɿ子宮口ະ։大、లୀ3�ˋະຬ、ࣇ಄下߱

度（45）ʵ3、子宮口位ஔ後ํ、ᰍߗ؅

　શ೔ఔが学内実習であった学生は演習準備として

3 
 

・� ࣜプロࢲクティ࣊ࣈルス㸭ࣛイࢶの観点か

ら、周産期におけるዪ性およびᏊども・パー

トナーの健康ㄢ㢟を踏まえ、対㇟者の生ᾭを

通ࡌた健康教⫱・ࢣアのあり方を考察できる。�

・� 看護学生としてᇶᮏ的な行ືがとれる。�

・� ⮬ᕫの学習過程を振り返り、௒後の学習ㄢ

㢟を᫂らかにすることができる。�

���演習内容�

前年度、臨地実習で多くの学生が見学もしくは

実施し、ᕤኵすれば臨地実習を෌⌧することが可

能と思ࢃれる内容を精選した。�

教員で༠㆟した結果、演習内容は「褥婦の健康観

察」「新生児の健康観察」「沐浴」「妊婦健診」「保健

指導」とした。「褥婦の健康観察」「新生児の健康観

察」「沐浴」「保健指導」については、௬᝿஦౛㸦以

ୗ஦౛㸧、�㐌目に臨地実習を行うことができた学

生については受けᣢࡕ褥婦及び新生児を᝿ᐃして、

経験していない項目の演習を行った。�

「妊婦健診」については、�、�᭶では、஦౛の妊

ፎ後期の妊婦健診を᝿ᐃして行っていた。஦౛の

一つに妊婦健診を受けていない、♫఍的問㢟のあ

る஦౛をᥦ♧していたため、この஦౛を受けᣢっ

た学生には、別஦౛をᥦ♧した�⾲�㸧。�

教員で�、�᭶の妊婦健診の演習を振り返った。妊

婦健診については、別஦౛をᥦ♧することで、学生

の理解が容᫆で、学生同ᚿの演習練習がスムーࢬに

いくことがࢃかった。�᭶以㝆の妊婦健診演習は、

඲学生に別஦౛をᥦ♧し、実施。�

���演習日程および඲実習時間に༨める演習時間�

� 母性看護学実習は�༢఩��時間である。඲てが

学内実習であった学生は、母性看護学実習では 1 㐌

目に஦౛の情報཰集を行い、問㢟をᢳ出、計画を立

案した。2 㐌目に立案した計画にᇶ࡙き実施、評価

を行った。演習は஦౛の実施計画にᇶ࡙き 2 㐌目に

行った。学生ᩘや担当できる教員ᩘ、講義日等によ

って、演習日と演習内容をㄪ整し、実習初日に学生

にᥦ♧した㸦⾲ 2㸧。 

⾲��妊婦健診஦౛�

㸿Ặ、��ṓ、初産婦。ᐃ期的に妊婦健康診査を受けて

いる。ᮏ日、�� 㐌 � 日で妊婦健康診査に᮶院。㌟長

���FP、㠀妊時య㔜��਻、఍♫員、産前産後ఇᬤ及び

⫱児ఇᬤ取得予ᐃ�

࠙前ᅇ��㐌�日の健診及び保健指導結果ࠚ�

� య㔜��਻、⾑ᅽ������PP+J、᳨ᒀ㸸ᒀ⺮ⓑ㸦㸫㸧、

ᒀ⢾㸦㸫㸧、Ꮚᐑᗏ長��FP、⭡ᅖ��FP、胎児᥎ᐃయ

㔜�()%:������㹥、➨�㢌఩、胎児心拍ᩘ���ESP、

胎ືά発⭡㒊⥭‶なし、性ჾ出⾑なし、ୗ⫥ᾋ⭘な

し、⭜痛㍍度、౽⛎⇒⦆ୗ๣ฎ方��㐌間分�バース

プࣛン立案、健診終了後、パートナーと୧親学⣭に

参加�

࠙┤㏆の᳨査結果ࠚ⾑ᾮ᳨査結果㸸+E�����J�G/、

+W��������� 㐌�⇒㕲๣ฎ方�� 㐌間分�、��㹥

2*77���PJ�G/���㐌��

⭼ᇵ㣴᳨査㸸ク࣑ࣛジア㸦㸫㸧、*%6㸦㸫㸧���㐌�� �

࠙ᮏ日の健診ࠚ�

� య㔜��਻、⾑ᅽ������PP+J、᳨ᒀ㸸ᒀ⺮ⓑ㸦㸫㸧、

ᒀ⢾�㸫�、ୗ⫥ᾋ⭘㸦㸩㸧�

� 胎児᥎ᐃయ㔜�()%:�㸸�����㹥、➨�㢌఩�

� ⾑ᾮ᳨査結果㸸+E�����J�G/、+W�������

� 内診結果㸸Ꮚᐑ口ᮍ開大、展㏥��㸣ᮍ‶、児㢌ୗ㝆

度㸦67㸧㸫�、Ꮚᐑ口఩⨨後方、㢕⟶◳�

ද̎　γϡϛϨʔγϣϯԋश学生഑ஔͱ教員഑ஔྫ
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新型コロナウイルス感染঱禍における฼性看護学実習の工夫と՝୊

看護աఔのల։、%7% ௌ、໛ٖ᧘්（教員）へࢹ
の໰診、演習߲໨の࿅習、ビデΦ࿥画を̍ि໨に
行った。２ि໨は、看護ܭ画で立Ҋした保健ࢦಋの
びٴ画の立ҊܭධՁ、演習、ࢪび実ٴ成࡞ಋҊのࢦ
実ࢪ、ධՁと２ि間のৼり返りを行った。۩ମతな
２ि間のܭ画については、ࢿྉ̍にࣔす。
　୲౰学生のਓ਺、教員਺、教育効果をྀߟし、実
習内容のॱংを状況に応じてมߋした。

（�）実習શମに઎める演習ධՁ
　実習ධՁ߲໨は2�߲໨でߏ成されており、各߲໨
̑ʙ２఺の４段֊でධՁした。各఺਺はผ్࡞成し
たධՁදにԊって実習ࢦಋ教員がධՁを行い、その
後ྖҬ教員でݕ౼し࠷ऴධՁを行った。2�߲໨の中
で、演習内容のΈでධՁする߲໨は２߲໨1�఺෼を
演習のΈでධՁ、その他の1�߲໨߹ܭ��఺෼につい
ては、演習内容にՃえ、実習ه࿥、実習શମへのऔ
り૊Έ、ΧンϑΝレンスでの発ݴ౳をྀߟしධՁを
行った。��఺෼については、演習内容と実習ه࿥、
実習શମへのऔり૊Έ、ΧンϑΝレンスでの発ݴ各
߲໨に໌֬な఺਺഑෼は行なわなかった。

ᶙɽԋशͷ࣮ࡍ

̍ɽ࣮श഑ஔٴͼ学生ਓ਺
　原ଇ、本来の実習഑ஔはมߋしなかった。よって
学生は̒月かΒ２月に実習を行った。$07*%�1�感
染঱拡大により、学ߍがด࠯されるՄ能性がߴく
なった２月中०に഑ஔしていた学生は２ि間લ౗し
て実習を行った。
　฼性看護学実習の実習ධՁ対৅学生は12�໊で
あった。その内��໊が実習ظ間શて学内実習であっ
た。11໊が̍೔のΈྟ地実習であった。̍೔のΈྟ
地実習であった学生は、ྟ地でडけ持った᧘්ٴび
新生ࣇの情報を用いて看護աఔをల։し、演習を学
内で行った。
　̍ि໨ྟ地実習を行った学生はݧܦできなかった
߲໨のΈ２ि໨に演習を行った。ैって、શ߲໨の
演習を行った学生は��໊であった。

̎ɽԋश·Ͱͷ४උ
�教員は、学生がر๬すれ͹、いつでも࿅習ができ
るよ͏に、෺品の準備ٴび演習ࣨを֬保した。学生
は学ߍがด࠯されリϞートをར用した実習に備え、

4 
 

඲日程が学内実習であった学生は演習準備として

看護過程の展開、DVDど⫈、模擬褥婦㸦教員㸧への

問診、演習項目の練習、ࣅデ࢜録画を 1㐌目に行っ

た。2㐌目は、看護計画で立案した保健指導の指導

案のసᡂ及び実施、評価、演習計画の立案及び実

施、評価と 2㐌間の振り返りを行った。具య的な 2

㐌間の計画および時間については、㈨ᩱ 1に♧す。   

担当学生の人ᩘ、教員ᩘ、教⫱効果を考慮し、実

習内容の順ᗎを状況に応ࡌて変᭦した。 

(4)実習඲యに༨める演習評価 

実習評価項目は 20項目でᵓᡂされており、各項

目 5㹼2点の 4ẁ㝵で評価した。各点ᩘは別途సᡂ

した評価⾲にἢって実習指導教員が評価を行い、そ

の後㡿ᇦ教員で᳨ウし᭱終評価を行った。20項目

の中で、演習内容のࡳで評価する項目は 2項目 10

点分を演習のࡳで評価、その௚の 18項目合計 80点

分については、演習内容に加え、実習記録、実習඲

యへの取り⤌ࡳ、࢝ンフࣞ࢓ンスでの発言等を考慮

し評価を行った。80点分については、演習内容と

実習記録、実習඲యへの取り⤌ࡳ、࢝ンフࣞ࢓ンス

での発言各項目に᫂確な点ᩘ配分は行なࢃなかっ

た。 

 

䊢．演習のᐇ㝿 

 

1．実習配⨨及び学生人  ᩘ
 原則、ᮏ᮶の実習配⨨は変᭦しなかった。よって

学生は 6᭶から 2᭶に実習を行った。COVID-19感

染症ᣑ大により、学校が閉鎖される可能性が㧗く

なった 2 ᭶中᪪に配⨨していた学生は 2 㐌間前ಽ

して実習を行った。 

母性看護学実習の実習評価対㇟学生は 128 名で

あった。その内 87 名が実習期間඲て学内実習であ

った。11 名が 1 日のࡳ臨地実習であった。1 日の

臨地実習であった学生は、臨地で受けᣢった褥ࡳ

婦及び新生児の情報を用いて看護過程を展開し、

演習を学内で行った。 
1 㐌目臨地実習を行った学生は経験できなかっ

た項目のࡳ 2 㐌目に演習を行った。ᚑって、඲項目

の演習を行った学生は 87 名であった。 
2. 演習までの準備 

ද3　᧘්ͷ健康࡯؍ධՁද

4 
 

඲日程が学内実習であった学生は演習準備として

看護過程の展開、DVDど⫈、模擬褥婦㸦教員㸧への

問診、演習項目の練習、ࣅデ࢜録画を 1㐌目に行っ

た。2㐌目は、看護計画で立案した保健指導の指導

案のసᡂ及び実施、評価、演習計画の立案及び実

施、評価と 2㐌間の振り返りを行った。具య的な 2

㐌間の計画および時間については、㈨ᩱ 1に♧す。   

担当学生の人ᩘ、教員ᩘ、教⫱効果を考慮し、実

習内容の順ᗎを状況に応ࡌて変᭦した。 

(4)実習඲యに༨める演習評価 

実習評価項目は 20項目でᵓᡂされており、各項

目 5㹼2点の 4ẁ㝵で評価した。各点ᩘは別途సᡂ

した評価⾲にἢって実習指導教員が評価を行い、そ

の後㡿ᇦ教員で᳨ウし᭱終評価を行った。20項目

の中で、演習内容のࡳで評価する項目は 2項目 10

点分を演習のࡳで評価、その௚の 18項目合計 80点

分については、演習内容に加え、実習記録、実習඲

యへの取り⤌ࡳ、࢝ンフࣞ࢓ンスでの発言等を考慮

し評価を行った。80点分については、演習内容と

実習記録、実習඲యへの取り⤌ࡳ、࢝ンフࣞ࢓ンス

での発言各項目に᫂確な点ᩘ配分は行なࢃなかっ

た。 

 

䊢．演習のᐇ㝿 

 

1．実習配⨨及び学生人  ᩘ
 原則、ᮏ᮶の実習配⨨は変᭦しなかった。よって

学生は 6᭶から 2᭶に実習を行った。COVID-19感

染症ᣑ大により、学校が閉鎖される可能性が㧗く

なった 2 ᭶中᪪に配⨨していた学生は 2 㐌間前ಽ

して実習を行った。 

母性看護学実習の実習評価対㇟学生は 128 名で

あった。その内 87 名が実習期間඲て学内実習であ

った。11 名が 1 日のࡳ臨地実習であった。1 日の

臨地実習であった学生は、臨地で受けᣢった褥ࡳ

婦及び新生児の情報を用いて看護過程を展開し、

演習を学内で行った。 
1 㐌目臨地実習を行った学生は経験できなかっ

た項目のࡳ 2 㐌目に演習を行った。ᚑって、඲項目

の演習を行った学生は 87 名であった。 
2. 演習までの準備 

ද̐　৽生ࣇ健康࡯؍ධՁද
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九州看護福祉大学紀要ç7PM��22
ç/P�1（令和 3 年度）

演習内容を学生のܞଳి࿩にて࿥画した。
̍）᧘්の健康࡯؍・新生ࣇの健康࡯؍・ᔓཋ・保
健ࢦಋ演習について

（1）デーλϕースアηスϝント、関࿈ਤ࡞成・看護
໰୊நग़、看護ܭ画立Ҋを行った。

（2）᧘්の健康࡯؍については、ྲྀれを֮ࢹతに֬
認できる %7%஫̍）をࢹௌし、その後学生が立Ҋし
た看護ܭ画とٕज़ධՁද（ද３）にԊって࢈᧘子宮
Ϟデル（,0,&/ ੡）とೕ๪マοαーδϞデル

（,0,&/ ੡）を用いて演習࿅習を行った。
（3）新生ࣇの健康࡯؍とᔓཋについては、教科ॻ஫２）

にఴ෇されている 23 コーυかΒྲྀれを֮ࢹతに֬
認できるө像をࢹௌし、その後学生が立Ҋした看護
画とٕज़ධՁද（ද４ɼ̑ܭ ）にԊって࿅習を行っ
た。新生ࣇの健康࡯؍はバイλルαインϕビー **

/&,ᔓཋはコーέンϕビー（,0、（౎科学੡ژ）
੡）を用いて行った。

（�）　保健ࢦಋについては、立Ҋした教育ϓϥン中
で᧘්およびՈ଒に実ࢪする保健ࢦಋ（ୀӃࢦಋ、

授ೕࢦಋ、育ࢦࣇಋ、ᔓཋࢦಋなど）の中かΒ、一
つをબ୒し、ࢦಋҊを࡞成した。ࢦಋҊにͮجいて、
ඞ要に応じてύンϑレοトを࡞成し、ඞ要な෺品

（授ೕまくΒ、ೕ๪Ϟデルなど）を教員に申しग़て
準備した。ࢦಋҊについては、教員にఏग़しࢦಋを
डけた。演習に޲けて、学生ಉ士で࿅習を実ࢪした。
２）೛්健康診査演習について

（1）学生はఏࣔされたྫࣄの情報について、アηス
ϝントを行いඞ要な診査߲໨、保健ࢦಋٴび診査ํ
法について学習を行った。

（2）学生は೛්健診のྲྀれを֮ࢹతに֬認できる
%7%஫３）をࢹௌし、೛්ෲ෦৮診Ϟデルᶘ型（,PLFO
੡）を用いてܭ画した診査ํ法とٕज़ධՁද（ද
̒）にͮجいて、࿅習を行った。

3ɽԋशͷ࣮ࢪͱԋशޙͷ教員ͱͷৼΓฦΓ
　ʮ᧘්の健康࡯؍ʯʮ新生ࣇの健康࡯؍ʯʮ೛්健
診査ʯʮ保健ࢦಋʯについては、教員໊̍が฼਌໾
となり、ʮᔓཋʯについては教員がࢦಋ者໾となり、

職業倫理 説明責任 沐浴実施前に児に声をかけることができる。

必要物品を準備することができる。湯温を確認できる。

□湯温計　□石鹸　□沐浴布　□ガーゼ　□バスタオル　□着替え衣服一式　□オムツ（紙オ

ムツ又は布オムツ・カバー）　□綿棒（臍処置・耳・鼻用）（アルコール）　□ヘアブラシ　□洗面

器

児を湯からあげた後の準備ができる。長着と短肌着をセットし、オムツを置き、その上にバスタ

オルを置く。周囲に綿棒セット、ヘアブラシを置いておく。

①児の衣服を脱がせる。ガーゼを洗面器に入れ、沐浴布を児にかける。児の把持（頭部と腰臀

部）を正確に行い、湯温を確かめて、足のほうから浴槽の中に入れる。

②顔は石鹸をつけずに、ガーゼを人差し指に巻きつけて指腹で拭く。眼脂を考慮して左眼の目

尻から眼頭の方向に拭く。

③一度拭いたガーゼをすすぐか、ガーゼの拭く場所を変えて、右眼を目尻から目頭の方向に

拭く。その後顔全体を清拭する。

④頭髪をガーゼで濡らし石鹸を泡立てて、円を描くように指腹で洗髪する。ガーゼを使ってす

すぎ、頭部の水分をガーゼを絞って拭き取る。

⑤首・前胸部、腹部は洗う部分だけ沐浴布をはずしながら石鹸をつけて洗う。

⑥上肢を洗う時は石鹸を泡立て、前腕から上腕にかけて“くるくる”と洗い、腋下まで洗う。手は

小指側から沐浴者の指を入れて洗うか、実施者の親指を握らせて洗う。石鹸がついた手を口

にもっていくことがあるので、すぐにすすぐ。

⑦下肢を洗う時は、石鹸を泡立て下腿、大腿、鼠径部の順に“くるくる”と洗う。

⑧背中を洗う時は、沐浴布を取り、奥側の肩関節をしっかり保持し、沐浴者の前腕に児の胸を

乗せながら、児の背中を上にする。児の顔面が湯面につからないように注意して上から下へ洗

い、ゆっくり仰向位にもどす。

⑨外陰部を丁寧に洗い、肛門部を洗う。補助者に足元からかけ湯をしてもらう。ゆすらずに湯

からあげる。

⑩終了後、児の身体全体を押さえ拭きし、着衣は迎え袖で通す。紐を蝶結びにし、オムツは臍

部に当たらないように固定する。

⑪臍輪部の水分を綿棒でふき取り、アルコール綿棒で消毒する。

⑫児の頭部を固定し、綿棒を用い、安全に配慮して耳・鼻の清拭を行う。頭髪をブラシで整え

る。

⑬後片付けができる

職業倫理
個別性に配

慮した対人

関係形成

沐浴中、児に声をかけながら実施できる。

沐浴が終わりました。指導者だと思って報告してください。

報告 報告 実施後の報告ができる。

表5 沐浴演習評価表

ガーゼをすすぐか、拭く場所を変え、左目と同様に右目を拭く。

さらにガーゼをすすぎ、顔全体をまんべんなく拭く（3の字、またはS字を描くように）。

発語

問題なく終了できたことが報告できる。

＊報告できればA、報告内容が不十分であればB、できなければC

児に声をかけながら実施できる。

＊よく声をかけていればA、少し声をかけていればB、全く声をかけていなければC

洗う部分だけ沐浴布を外しながら、首・前胸部、腹部の順にを石鹸をつけて洗う。

皮膚の接している頚部はVの字を描くように洗う。

前胸部。腹部は手のひら前提を使い、円を描くように洗う。

石鹸をつけて前腕から上腕へ向けて洗う。

手は小指側から指を入れるか親指を握らせて洗い、すぐにすすぐ。

石鹸をつけて下腿から代替へ向けて下肢を洗う。

適切な言葉で児に沐浴実施前に声をかけることができる。バカ丁寧な言葉遣いや無言でない。

＊以上満たしていればA、一つでも欠けていればB、声をかけていなければC

ケア実践

必要物品

と湯の準

備

沐浴技術

衣服の着

脱

沐浴布を外し左腋下に右手を入れて肩関節を把持し児の顔が湯につかないように、右前腕に児の胸と右上肢を乗せる。

左手掌全体を使い、後頚部から臀部に向かって洗う。

ゆっくり仰臥位に戻す。

真ん中、左右の順に、前から後ろへ向かって陰部を洗う。

石鹸をつけて肛門部を円を描くように洗う。

補助者に児の足元から上半身に向けてかかり湯をかけてもらう。

湯から上げるときはゆすらない。

バスタオルで全身を包み、水分が残らないよう身体全体を抑え拭きする。

着物は迎え袖をし、児の手を握って着物を手繰り寄せながら着せる。

紙おむつは臍に当たらないよう、また指2本分のゆるみを持たせてあてる。

評価基準　A;よくできる　B；できる　C;できない

自己評価 評価基準　　A：:よくできる　B：できる　　C：できない評価内容/発語内容項目 教員評価

乾いた綿棒で臍部についている水分を拭きとる。

綿棒にアルコールをしみこませ、臍輪部を消毒する。

片手で頭を固定し、綿棒で鼻と耳を清拭する。この時、鼻腔や耳腔の奥に綿棒を入れない。

頭髪をブラシで整える。

リネン類、ごみを片付け、次への準備ができる状態にする。

＊以下の評価内容をすべて満たしていればA、一つでも欠けていればB、いずれもできていなければC

湯を含ませたガーゼで頭髪を濡らし、手に石鹸をつけて指腹で洗髪する。

同じく湯を含ませたガーゼでよくすすぎ、ガーゼを絞って水分を拭きとる。

すべての物品をそろえ、使いやすいように配置している。

湯温は38～40度と言える。

すぐ着せられるよう下から、長着→短肌着→紙おむつ→バスタオルの順に重ねてある。

耳、鼻掃除用の綿棒とヘアブラシが使いやすい位置に準備されている。
脱衣時は、児の肩関節を把持し、袖を引っ張って脱がせ、保温のために素早く沐浴布をかける。

左手で頚部と頭部を支え持ち、右手で臀部を把持し、自分の体に引き寄せて沐浴槽に移動する。

児を把持したまま肘内側で湯音を確かめ、足からゆっくり入れる（この時、児頭が沐浴槽にぶつからない位置にあるか確認）。

児がお湯に慣れ落ち着いたらガーゼを顔拭き用の浴槽に浸し、人差し指に巻き付け、目尻から眼頭に向かって拭く。

眼脂を考え左目から拭く。

ද̑　ᔓཋԋशධՁද
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学生̍ਓͻとりに対して、演習を行った。̍ਓの学
生に要する時間は、演習ٴび演習後のৼり返りをؚ
め、߲̍໨につき2�෼とした。時間内に演習がऴྃ
しなかった場߹は演習్中でも中ࢭした。
　演習ऴྃ後は学生と教員でৼり返りを行い、良
かった఺、こ͏すれ͹もっと良くなる఺などを
ϑィーυバοクした。

̐ɽԋशޙͷ࣮शه࿥ͷࡌه
　実習ه࿥は、௨ৗのྟ地実習で࢖用しているه࿥
用ࢴとಉ様とした。演習ऴྃ後に、演習で得た฼਌
໾の教員かΒのޠݴతٴび؍٬త情報をه載し、ྟ
地実習とಉ様にධՁ・࡯ߟを行った。

̑ɽίϩφՒʹ͓͚Δײછରࡦ
　演習લには、健康νΣοクを行った。3��1度Ҏ上
の発೤や感染に൐͏ਵ൐঱状があった場߹は、පӃ
をड診し、感染঱のՄ能性がない場߹は演習への参
ՃをՄとした。
　実習ॳ೔にඪ準༧๷対ࡦが実ࢪできるか、手ચい
び༧๷۩ண୤のٕज़νΣοクを行った。また、演ٴ
習を行͏લ・後には、صやアルコールਗ਼১できる෺
品はਗ਼১した。Ϟデルਓܗに৮れるࡍには、手ࢦを
アルコールফಟし、手ାをண用した。ᔓཋҎ֎の演
習࿅習は原ଇ、ʮ฼਌໾ʯʮ看護学生໾ʯʮ࿥画୲౰
者ʯ３໊で行った。各໾ׂはෆ৫෍マスクをண用し、
２̼Ҏ上の間隔をऔり実ࢪした。演習࿅習ٴび演習
時には入り口υアや૭を։์し、ৗにؾ׵できる状
況を保った。

 ̒ɽྙཧత഑ྀ
　演習を実ࢪするࡍには、学生へのྙ理త഑ྀおよ
び演習に集中できることを໨తにύーテーション౳
で࢓੾るもしくはできるだけࣨݸとなる教ࣨを֬保
した。

ᶚɽԋशͷ޻෉ͱ՝題

̍ɽԋश಺༰ͷਫ਼બ
　演習内容は2�1�年のྟ地実習で、学生がݧܦして
いた߲໨かΒʮ᧘්の健康࡯؍ʯʮ新生ࣇの健康؍
。ಋʯとしたࢦʯʮᔓཋʯʮ೛්健康診査ʯʮ保健࡯
学内実習であった学生にも、ྟ地実習でݧܦする内

容を演習として実ࢪできた。෼สݟ学や଻൫ܭଌは
できない߲໨であったため、ྟ地実習の学生とݧܦ
ൺֱして、学びにࠩがग़ないよ͏に໛ٖ଻൫ܭଌや
଻ࣇ৺ഥਞ௧ਤの解読をྟচٛߨとして行った。学
生かΒはʮपظ࢈にඞ要な看護の理解がਂまったʯ

ʮྟচをイϝーδできたʯとい͏൓応があった。

̎ɽ看護ܭըΛཱҊ͔ͯ͠Βͷ࣮ࢪ
　ྟ地実習では学生はྟ地実習ॳ೔にʮ新生ࣇの健
康࡯؍ʯٴびʮ᧘්の健康࡯؍ʯをݟ学し、実習２
೔໨に実ࢪすることが多い。学生はલ೔にݟ学した
ٕज़と学内演習やॻ੶にॻかれている手ॱとൺֱし
て、実ࢪにྟむ。学内演習の場߹は看護ܭ画を立Ҋ
した上で実ࢪする。学生は演習時にはݸผతな໰診
や߲࡯؍໨を立Ҋした上で、演習にྟむことができ
る。その結果、立Ҋした看護ܭ画と実ࢪとの੔߹性
が֬保されていたとߟえる。
　しかし߲࡯؍໨が多くなれ͹、࿅習時間をؚむ準
備時間は長くなる。ʮ看護աఔをల։するҙຯが理
解できたʯとい͏ҙݟがあった一ํでʮ時間がなく、
大มだったʯとい͏学生かΒのҙݟがあった。　　
���ྟ地実習Ҏ上にߟࢥのϓロηスを౿まえた実ફで
あったとߟえΒれるが、学生によってはλイϜマ
ωーδϝントをؚめたࢦಋを行͏ඞ要があったとߟ
える。

6 
 

学生 1 人ひとりに対して、演習を行った。1 人の

学生に要する時間は、演習及び演習後の振り返り

を含め、1項目につき 20分とした。時間内に演習

が終了しなかった場合は演習途中でも中止した。 

演習終了後は学生と教員で振り返りを行い、良

かった点、こうすればもっと良くなる点などをフ

ィードバックした。 

4.演習後の実習記録の記載 

 実習記録は、通常の臨地実習で使用している記

録用紙と同様とした。演習終了後に、演習で得た

母親役の教員からの言語的及び客観的情報を記載

し、臨地実習と同様に評価・考察を行った。 

5.コロナ禍における感染対策 

演習前には、健康チェックを行った。37.1度以

上の発熱や感染に伴う随伴症状があった場合は、

病院を受診し、感染症の可能性がない場合は演習

への参加を可とした。 

実習初日に標準予防対策が実施できるか、手洗い

及び予防具着脱の技術チェックを行った。また、演

習を行う前・後には、机やアルコール清拭できる物

品は清拭した。モデル人形に触れる際には、手指を

アルコール消毒し、手袋を着用した。沐浴以外の演

習練習は原則、「母親役」「看護学生役」「録画担当者」

3名で行った。各役割は不織布マスクを着用し、2m以

上の間隔を取り実施した。演習練習及び演習時には

入り口ドアや窓を開放し、常に換気できる状況を保

った。 

6.倫理的配慮 

演習を実施する際には、学生への倫理的配慮お

よび演習に集中できることを目的にパーテーショ

ン等で仕切るもしくはできるだけ個室となる教室

を確保した。 

 

Ⅳ．演習の工夫と課題 

 

1．演習内容の精選 

演習内容は 2019年の臨地実習で、学生が経験して

いた項目から「褥婦の健康観察」「新生児の健康観察」

「沐浴」「妊婦健診査」「保健指導」とした。学内実習

であった学生にも、臨地実習で経験する内容を演習

として実施できた。分娩見学や胎盤計測は経験でき

ない項目であったため、臨地実習の学生と比較して、

学びに差が出ないように模擬胎盤計測や胎児心拍陣

痛図の解読を臨床講義として行った。学生からは「周

産期に必要な看護の理解が深まった」「臨床をイメー

ジできた」という反応があった。演習内容は適切で

あったと考える。 

2.看護計画を立案してからの実施 

臨地実習では学生は臨地実習初日に「新生児の健

康観察」及び「褥婦の健康観察」を見学し、実習 2日

目に実施することが多い。学生は前日に見学した技

術と学内演習や書籍に書かれている手順と比較して、

実施に臨む。学内演習の場合は看護計画を立案した

上で実施する。学生は演習時には個別的な問診や観

察項目を立案した上で、演習に臨むことができる。

その結果、立案した看護計画と実施との整合性が確

保されていたと考える。 

しかし観察項目が多くなれば、練習時間を含む準

備時間は長くなる。「看護過程を展開する意味が理解

できた」という意見があった一方で「時間がなく、

大変だった」という学生からの意見があった。   

臨地実習以上に思考のプロセスを踏まえた実践

であったと考えられるが、学生によってはタイムマ

ネージメントを含めた指導を行う必要があったと考

える。 

3.演習を録画することの効果 

学生には学校閉鎖時でも、指導を担保するために

ද̒　೛්健康਍ࠪධՁද
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九州看護福祉大学紀要ç7PM��22
ç/P�1（令和 3 年度）

3ɽԋशΛ࿥ը͢Δ͜ͱͷޮՌ
　学生には学ߍด࠯時でも、ࢦಋを୲保するために
࿅習を࿥画するよ͏にࣔࢦしていた。࿥画したө像
を演習までにԿ度もݟ௚し、演習にྟむ学生がいた。
繰り返しݟ௚した学生は、自Βのٕज़やコミュχ
έーション上の໰୊఺にͮؾき、演習時にはվળし
て実ࢪしていた。ܞଳి࿩をར用した動画ࡱӨは学
生にとっては、؆ศで༗ӹな手段であったとߟえる。
今後も演習時の様子を࿥画し、ৼり返るػ会をઃけ
ていきたい。
のアηスϝントができている学生とෆे෼なྫࣄ　
学生間に演習内容に໌֬なࠩがあった。アηスϝン
トができている学生は入ࣨ時の฼਌への੠かけでは、
લ೔までの授ೕ回਺や໷間授ೕ状況など฼਌の状況
をे෼に౿まえ฼਌への੠かけを行えていた。ಛに
໰診においては、۩ମతかつ฼਌が౴えやすい質໰
内容となっていた。実習લの授業内容をݕ౼し、看
護աఔల։に޲けた準備状ଶをڧԽするඞ要がある。

̐ɽ教員͔ΒͷϑΟʔυόοΫ
　演習ऴྃ後、教員は฼਌໾としてのࢹ఺と教員と
してのࢹ఺૒ํかΒ学生にアυバイスした。学生は
教員かΒのアυバイスを࣍に行͏演習へのώントと
していた。一ํ、学生によってはվળがݟΒれない
場߹もあった。
　ྟ地実習では実習ࢦಋ者や฼਌かΒのϑィーυ
バοクによって、վળに޲か͏学生もいる。฼਌か
Βޠݴత、非ޠݴతϑィーυバοクを得ることで学
習ҙཉにつながる。コロナ禍で 8FC 会ٞシステϜ
をར用した保健ࢦಋ̑）̒）やܶஂ員໛ٖױ者を活用し
た̓ྫࣄ）が報告されている。໛ٖױ者もしくは฼਌
にґཔすることもؚめ、ݕ౼するඞ要がある。

̑ɽ教員͕฼਌໾Λ͜͏ߦͱͷޮՌͱฐ֐
　ʮ᧘්の健康࡯؍ʯʮ新生ࣇの健康࡯؍ʯʮ೛්健
康診査ʯʮ保健ࢦಋʯについては、教員が฼਌໾と
なり演習を行った。学生は฼਌໾の教員のද情や࢓
૲かΒࢦಋ内容を理解できているか൱かを൑断し、
ࢦಋをਐめていくඞ要があった。学生が一ํతなࢦ
ಋを行った場߹や理解しͮΒい内容であった場߹は

ʮわかりまͤんʯとޠݴతに、もしくはද情や࢓૲
で఻えるよ͏に工夫した。ͮؾかなかった学生に対
しては、演習後฼਌の立場かΒޠݴԽして、ϑィー

υバοクした。
　文෦科学লٴび厚生࿑ಇল̓）はྟ地実習を演習に
代替する場߹のཹҙ఺としてʮױ者とのコミュχ
έーション能力を養͏演習౳Մ能な限りྟ地にۙい
状況をઃ定し、演習を行͏ことʯとしている。教員
が฼਌として、዁度なく学生の໰診や援ॿにݺ応し、
その後ৼり返りを行͏ことは、コミュχέーション
能力を養͏ことにつながったとߟえる。
　一ํで、学生の中にはධՁ者である教員が฼਌໾
であるためҖѹ感をडけ、演習に集中できなかった
学生もいるՄ能性はある。学生のݸผ性をྀߟし、
ํ法をݕ౼するඞ要がある。

ᶛɽ͓ΘΓʹ

　本年度コロナ禍において、学内演習をܭ画するに
あたり、昨年度のྟ地実習にۙͮける内容を工夫し
た。さΒに実習ܭ画立Ҋにおいては、ྟ地実習がશ
೔中ࢭ、実習్中での中ࢭでも学内実習にҠ行Մ能
なϓロάϥϜをݕ౼し実ࢪした。
　実ݱできるのかෆ҆を֮えながΒスλートした内
容であったが、学生の多くが実習にਅ݋にऔり૊Έ、
֓ね༧定௨りに実ࢪした。ʮ໌೔はリϞートでの実
習になるかもしれないʯとい͏ෆ҆定な状況の中で、
学生はຖ೔՝୊にऔり૊Έ、学内でしかできない内
容を༏ઌし、演習にऔり૊んでいた。
　コロナ禍でྟ地実習のݧܦはগない学生であるが、
コロナ禍をݧܦした学生だかΒこそ看護աఔをల։
するߟࢥ力や༏ઌॱ位をつけて行動すること、さΒ
にʮなͥこの演習はඞ要なのかʯʮなͥྟ地実習が
ඞ要なのかʯ౳今まではԿもٙ໰に持たͣڗडして
いたࣄฑに、ٙ໰を持ͪऔり૊む力はे෼਎につい
たと感じている。
　฼਌໾として演習に参Ճしたࡍにはʮこの学生さ
んにडけ持ってもΒってよかったなʯと感じさͤて
くれた学生もいた。学生のؤுりに৮発され、教員
も今できる࠷良のํ法をݕ౼し、औり૊むことがで
きた。
　教員は฼਌໾にపしたが、教員がධՁ者であるҎ
上、学生にとってはڴҖを感じる存ࡏであることは
൱めない。また、̍ि໨にྟ地実習をݧܦした学生
は、શ೔学内実習であった学生とൺֱして、演習時
の੠かけや保健ࢦಋ時の説໌のํ࢓が対৅者にあっ

p111-119 sonota-12.indd   117 2022/03/07   13:14:42



─11�─

新型コロナウイルス感染঱禍における฼性看護学実習の工夫と՝୊

たద੾であることが多かった。ྟ地実習で対৅者と
関わったことで、डけ持ͪ᧘්や新生ࣇをイϝーδ
し、੠かけ౳にࠩがݟΒれたՄ能性がある。վめて
ྟ地実習で対৅者と઀し、対৅者の看護をߟえてい
く重要性を認ࣝした。今後はリϞートや学内実習下
においても、ೕ༮ࣇを持つ฼਌の協力もࢹ໺に入れ
ながΒ฼子との関わりをݱ࠶できるよ͏なํ法をݕ
౼していきたい。
　今後、学生かΒのアンέートを収集し本実習にお
ける実ࢪ内容について学生かΒのࢹ఺をؚめධՁを
行っていきたい。

ʲ文ݙʳ

̍）厚生࿑ಇলɿ平成�2��年̕月̍೔෇けࣄ຿࿈བྷ
ʮ฼性看護学実習ٴびখࣇ看護学実習における
ྟ地実習についてʯ

２）総຿লɿ令和元年（2�1�）ਓ口動ଶ౷ܭ（֬定
਺）�の֓況2�21ɼIUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�UPVLFJ�

　　TBJLJO�IX�KJOLPV�LBLVUFJ1��EM���@I2�1�QEG
ʦ2�21������アクηスʧ

３）川୺Ѫ子Βɿ฼਌アυバイβーを活用した฼性
看護学実習ϓロάϥϜ։発ɼコミュχέーショ
ンো֐研究ɼ（1�）ɼ33���ɼ2�1��

４）૲ಽ美ึΒɿ฼子看護学ྟ地実習における段֊
త実習とબ୒త実習の効果ɼఱ࢖大学紀要（1�）

2ɼ�ô1�ɼ2�1��
౎大学におけژ美ঞɽݟ川཮໵ɼ平和໵ɼԘࡉ（̑

る $07*%�1��ྲྀ行下の保健師Ոఉ教育実習ᶃɽ
保健師δϟーナルɽ2�2����7PM������/P��1�ɽ

̒）Ԙݟ美ঞɼࡉ川཮໵ɼ平和໵ɽژ౎大学におけ
る $07*%�1�ྲྀ行下の保健師Ոఉ教育実習ᶄɽ
保健師δϟーナルɽ2�2����7PM������/P��11�

̓）૬๾رࠤ子Βɿܶஂ員໛ٖױ者を活用したリア
リティのある実習への௅ઓɼ看護教育�2（1）ɼ
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九州看護福祉大学紀要ç7PM��22
ç/P�1（令和 3 年度）

（第1週）
曜日 実習内容

1 実習の概要を理解できる。
実習全体オリエンテーション

受け持ち褥婦・新生児決定

2
DVDを閲覧し、褥婦、帝王切開褥婦に必要な援助技術を理

解できる
DVD視聴（褥婦の看護・帝王切開褥婦の看護）

3
提示される産褥期の患者情報を閲覧し情報を収集すること

ができる

紙面で提示される、産褥経過について情報を収集する。情報をアセスメントシートに記載

し、分析する。

4 褥婦と新生児の概要を説明することができる
情報収集の内容を踏まえ、褥婦と新生児の概要を実習メンバー及び教員にカンファレンス

で説明する

5 本実習における課題を明確にできる 明日の行動目標・計画を様式1に記載し、提出する

6 提示される患者情報を閲覧し情報を収集することができる
行動目標・計画発表

紙面で提示される患者情報から情報収集し、分析する。

7
ペーパー内容で不足している情報を整理し、問診の方法と

内容を学生同士で検討することができる。

同じ患者を受け持っている学生同士で、問診内容と方法を整理し練習する。

8 明日の実習目標および行動を明確にできる
明日の行動目標・計画を様式1に記載し、アセスメント用紙（様式２）とともに提出する

9 本日の行動を明確化できる
行動目標・計画発表

10
ペーパー内容で不足している情報を模擬患者（教員）から

収集することができる

模擬患者（教員）に問診を行い、不足している情報を収集する。

11
アセスメントに基づき、対象者のケアニーズを明らかにし、

看護上の診断を抽出できる。

情報を整理、追加修正し、看護診断を抽出する。

12 明日の実習目標および行動を明確にできる
明日の行動目標・計画を様式1に記載し、アセスメント用紙（様式２）、関連図（様式３）とと

もに提出する

13
母子とその家族に対して、根拠に基づいた看護が計画でき

る。

行動目標・計画発表

個別指導を受け、様式2、3を追加修正し、看護計画を立案する。

14
DVDを閲覧し、妊婦と新生児の看護に必要な援助技術を理

解できる

DVD視聴（新生児の看護・妊婦の看護）

15
留意点を踏まえ、周産期に必要な技術を模擬患者やモデ

ルを用いて実践できる

演習;褥婦および新生児の健康アセスメント、妊婦健診、沐浴のシミュレーション演習を実

施する

16
留意点を踏まえて、胎盤計測を演習することができる。

分娩監視装置を装着することができる。

模擬胎盤を用いて、胎盤計測する。　　　　分娩監視装置を学生同士で装着する。

17 明日の実習目標および行動を明確にできる
明日の行動目標・計画を様式1に記載し、アセスメント用紙（様式２）、関連図（様式３）、

看護計画（様式４）とともに提出する

18 看護の視点を明確化することができる
行動目標・計画発表

各事例ごとに立案した計画を発表する

19 技術演習を実施し、ビデオ録画できる
演習;褥婦および新生児の健康アセスメント、妊婦健診、沐浴のシミュレーション演習を実

施し、ビデオ録画し、提出する。

20 来週の実習目標および行動を明確にできる
明日の行動目標・計画を様式1に記載し、アセスメント用紙（様式２）、関連図（様式３）、看

護計画（様式４）とともに提出する

（第2週）
曜日 実習内容

1 対象者の個別性を考えた保健指導案を作成できる 保健指導案を作成する。

2 明日の実習目標を明確にし行動計画を立案できる 翌日の行動目標・計画の作成とキャンパススクエアへの投函

3 技術演習の計画を立案できる 演習計画案作成・演習準備（演習に必要な物品を確認し準備する）

4
提示された妊婦のアセスメントを行い、妊婦健診の演習計

画を立案できる。

提示された妊婦事例をアセスメントし、胎児と母親に必要な看護を日々の記録に記載す

る。

5
NSTモニター所見から胎児と母親の状態をアセスメントでき

る

提示されたNSTモニターをアセスメントし、胎児と母親に必要な看護を日々の記録に記載

する。

6 明日の実習目標を明確にし行動計画を立案できる 翌日の行動目標・計画の作成とキャンパススクエアへの投函

7 演習計画に沿って技術演習を実施できる
演習;褥婦および新生児の健康アセスメント、妊婦健診、沐浴のシミュレーション演習を実

施する

8 演習の振り返りを行い、評価できる 演習の振り返りと実施結果の記録をする。

9 明日の実習目標を明確にし行動計画を立案できる 翌日の行動目標・計画の作成とキャンパススクエアへの投函

10 保健指導案に沿って保健指導を実施できる 演習;保健指導を実施する。

11 保健指導を振返り、保健指導案を修正し、評価できる 演習の振り返りと実施結果の記録をする。

12 最終ｶﾝﾌｧﾚﾝｽの資料作成ができる
最終ｶﾝﾌｧﾚﾝｽの準備(資料作成)

13 明日の実習目標を明確にし行動計画を立案できる 翌日の行動目標・計画の作成とキャンパススクエアへの投函

14
最終ｶﾝﾌｧﾚﾝｽに参加し、自己の学習内容の振り返りと学習

課題を明確にすることができる
最終ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ

15
教員の指導や助言、2週間の実践を踏まえて記録の使や

修正ができる。
記録のまとめ

16 最終の記録提出ができる 全ての記録を印刷し教員に提出するとともにキャンパススクエアへの投函

火

水

金

木

火

水

木

目標

月

金

母性看護学実習計画

目標

月

ྉ̍ࢿ
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